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 ガラス及びシリカゲルは、ポリマーの強度向上のための添加剤として

多用されている。フィラーの高機能化のために、吸着機能や触媒機能を

付与するなどの表面改質が試みられている。演者らは最近、アミノプロ

ピルシリカゲル担体（SiO2-NH2）に紫外線吸収機能を持つヒドロキシベ

ンゾフェノンを担持した機能性シリカゲルフィラーを調製し、熱や光に

対する安定性を報告している 1。しかし、シリカゲル添加によってポリ

マーの軟化温度の上昇が起こり、加工性に影響する問題があった。本報

告では、長鎖アルキル担持シリカゲルフィラー（1）を調製し、ポリス

チレン（PS）への熱的および力学的性質に対する添加効果について検討

した。アルキル基の導入によって、シリカゲル担体の添加に比べて、ガ

ラス転移点の低下および弾性率を表す Young 率の向上が見られた。これ

は、SEM 観察でも分かるように、PS とシリカゲルビーズの相溶性が向上

したためだと思われる。 
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SEM photographs of a) 
SiO2/PS, b) 1e/PS composite. 
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1a: n= 1 (31.5%)
1b: n= 5 (56.4%)
1c: n= 9 (57.3%)
1d: n= 13 (54.1%)
1e: n= 17 (43.5%)

(2a-e)
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